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高圧ガス･液化ガスが必要大学での研究 ＝＞
醤

【

多彩な利用‐多種類のガス

ﾎﾞiii鍵f高圧ｶﾞｽの取り扱圧ガ い」
高圧ガスに閏する事故の４０％は消費過程で発生している。

（60%は運搬･製造？）について
1鑿

誤操作誤判点検不良

大阪大学大学院 (作業時における機器やボンベの取り扱いミス）

工学研究科技術部 一旦例えば
事故ｱｾﾁﾚﾝ溶接･溶断時の火花の引火安全技術Ｇｒ．
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研究室その②ガスクロマトグラフィー分析研究室その③誘渦型電子顕微鏡
研究室その④周辺機器

オートクレーブ(高温高圧蒸気滅菌）

ガス滅菌(ｴﾁﾚﾝオキサイドガス）
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圧縮空気:バルブ操作､SF6:高圧部分の絶縁
窒素ガス:カメラ室､試料室のリーク

液体窒素:コールドﾄラップ
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本日の内容

高圧ガスを安全に取り扱うためには
1.高圧ガスの物理的なキケン

（高圧力）

｡高圧ガスの物理的な特性を理解する。

直ガスの性質を知る。

｡ボンベ･関連機器を正しく取り扱う。

2ガスの性質に閏する注意点

（可燃性〈毒性､支燃性､不活性その他）

3.高圧ガス･ボンベの取り扱い

（移動･輸送､貯蔵.取り付け取りはずし､消費）

4その他

■團袈層
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t高圧ガスの物理的なキケン

1気圧とは

１気圧=1033kg/cｍ２

大気圧大気の圧力＝空気の重さ

大気の厚みは
30000～35000ｍ

水の場合一一￣

「

元二百三ｙｌ§劇蕊ｒ幽倒賑則

地球の引力が空気の層を

引っ張っている 10.33ｍ

大気圧
■
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1,2当たり約１０ton

lcm2当たり約１kｇ
水▽
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２ガスの性質

実験･研究でよく取り扱うガス夏の直射日光にさらされた147MPaで充てんされた

ガスボンベの圧力はどのように変化するでしょうか？
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ガス名｜分子式｜分子量(g/moDl比重(空気1)｜可燃性(vol%）|｜毒性｜色･臭い

無色｡無臭水素 Ｈ２ 0．０７１○4～7６２

ボイル｡シャルルの法則

Ｐ１．Ｖ１

無色｡無臭ヘリウム｜Ｈｅｌ４００３１０．１４ ×

ｐ２ｏＶ２

Ｔ２

アンモニア｜ＮＨ３１１７０３１０５９１ｏ５～２８１１○｜|無色･刺激臭
111、

無色アセチレン｜Ｃ２Ｈ２１２６ 0.907’○２５～9８Ｔ１
無色･無臭N２窒素 28.01１０．９７ ×

無臭１．４３１１△支燃性酸素 ０２ 3２

P:圧力

V:ボンベの容積(一定）

T:温度(Ｋ）

無色･無臭アルゴンＩＡｒｌ39.95１１．４６ ×

無色･無臭二酸化炭素｜ＣＯ２ 4４ １５ ×

無色･無臭プロパン｜Ｃ３ＨＢｌ４４１ 1.6１o2j～9.5

温度40°Ｃ上昇の場合圧力は167MPa(約170気圧）
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では､もしも火災が起きたら？
ご雫ZＦ

鰯
i禅いirWと１“之Lｌ（
鰯

アンモニア東リ激臭
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水素引火による爆発

ノー

｡ボンベ貯蔵庫内において､何らかの原因でバルブが

破損しガス漏れを起こした｡刺激臭で気付き大事に
は至らなかった｡大気に開放した。

(ボンベの固定は確実に､溶器弁キャップはしっかりと）
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･Ａｒ-10%H2ガス雰囲気で約800℃の高温熱処理後、
水焼入れしようとした時､ボンと音を立てて小爆発

した｡それに驚いて800°Ｃに赤熱した試料を床にば
らまいてしまった。

（対策:配管や装置のパージを行いましょう。）

･高温炉内の試料を純水素ガスで還元熱処理中、

空気が混入し、ドカンと大きな音を立てて中爆発した。

容器が飛散してケガをした。

（前もって装置の点検をしっかり行いましょう。）
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ガス名 分子式 分子量(g/､｡!） 比重r空気1） 可燃性(vol%） 毒性 色｡臭い

水素 Ｈ２ 0.07 ○4～7６ 色･無臭

ヘリウム Ｈｅ 4.003 0.14 色｡無臭

`アンモニア ＮＩｌ３ 17.03 ０．５９ ０５～2８ ○ 無色･刺激臭

アセチレン Ｃ２Ｈ？ ２６ 0.907 ○２５～9８ 色

窒素 Ｎ２ ２８０１ ０９７ 色｡無臭

酸素 ０２ 1.43 △支燃性 臭

アルゴン Ａｒ ３９．９５ 1．４６ 色｡無臭

二酸化炭素 ＣＯ２ 4４ 1.5 色｡無臭

プロパン Ｃ３Ｈ８ 44.1 1．６ ○2.1～9.5 色･無臭



二四日声
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アルゴンガス高圧力他

｡圧力調整バルブを反対にまわしたため、自作の硬質

ガラス製､脱酸装置に大圧力が一気に負荷された。

ガラス装置は跡形もなく飛散してしまった。

（圧力調整器等は正しく取り扱いましょう）

人間のミス．人為ミス(凡ミス）

ｎ

大事故(60~80%が原因）

対策(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）
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･ボンベが倒れてきたので支えようとしたが支えきれず

アングルとボンベの間に指を挟んでしまった。

（ボンベの固定は上下２箇所で確実に）
原因

やめる(なくす)、できないようにする

わかりやすくする､やりやすくする

知覚させる､認知｡予測させる～

安全を優先させる

能力をもたせる

自分で気づかせる、

検出する､備える

1．危険軽視｡慣れ

2近道本能=省略本能

3.無知｡未熟練

4単調反復動作による意識レベル低下

5-錯覚

6.緊急時のあわて､パニック状態

zその他色々
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ハインリッヒの法則 その他のよく使用されるガス

安全の三大いましめＩ１：２９：３００
CO2インキユペーター等支燃性ガス

鶴
ガス溶接･溶断､分析などに

使用する燃焼ガス蕊ｌｉ１高圧力
1.安全装置は正常か

2操作の確認

3.二人作業
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微小火災
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ヒヤリ･ハット

ケガとはならない事故 誤認はな

しロ確認

いか2．圧力の

3.吹き出
も

危険要因

～ノヘーム
不安全行動 鰯;灘く安全状態





急激な操作による
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高圧ガスの消費ボンベの取り付け･取り外し

1.レギュレーターなどの機器は

正しい操作法で1.容器の取り付け前に

ガス名などの確認

2取り付け取り外し前に

容器弁の閉止確認

3.容器の取り付けおよび

固定は確実にする

４使用済み容器には

ロ金キャップを閉める

2.容器弁の開閉操作はゆっくりと

3.容器弁、レギュレータの構造を
知る

炭酸ガス アセチレン

f

5.容器の取り付け取り外し時には

配管装置内は充分なバージをする
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可

レギュレーターのバルブ操作容器弁とレギュレーターの構造
高圧ゲージ

／圧力調整器(レギュレーター）容器弁

低圧ゲー

）ｒＬｈハンドル

ｉｌ）（

(三宅尾三、 Ｓ=－ アルゴン+エタン 容器バルブ
との接続〆￣し＝

■

ストップ

バルブ

左へまわすと

内
ガ
ス

レンチのいるバルブバルブの構造
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4最後に

「自分の体は自分で守る｣を基本に

｢気を引き締めて実験しよう」

ガスの特性

装置の構造

安全な研究

の実施亡〉＋

正しい'情報
豊富な知識･経験

（指導教官）




